
来月からＡＭＤＡ社会開発機構(m)
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上
国
の
生
活
環
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改
善
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り
組
む
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た
い
」
と
同
セ
ン
タ
ー
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Ｄ
Ａ
に
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力
を
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頼
し
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月
か
ら
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な
ど
で
支
援
活
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を
展
開
ウ
ェ
シ
島
南
西
部
の
シ
ン
ジ

シ
島
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１
家
の
生
計
向
上
を
目
的
と
し
た
支
し
、
行
政
と
の
連
携
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資
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ャ
イ
県
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援
事
業
に
乗
り
出
す
長
与
酪
農
指
導
の
実
績
眉
の
湛
ば
図
隔

が
あ
る
島
根
県
大
田
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ニ
瓶
ス

ラ
ウ
ェ
シ
友
好
促
進
セ
ン
タ
上
と
連
携
。
飼
育

技
術
を
向
上
さ
せ
て
収
入
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
、
牛
乳
普
及
を
通
じ
て
健
康
増
進
に
も
つ
な
げ

る
。
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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
に
よ
る
た
り
、
「
産
業
と
し
て
定
着

と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
乳
製
す
る
ま
で
、
よ
り
継
続
的
で

品
の
消
費
が
年
々
増
加
。
政
効
果
的
な
取
り
組
み
を
展
開

府
は
酪
農
を
新
た
な
産
業
と

位
置
付
け
て
い
る
。
友
好
促

進
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ー
は
２
０
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0
8
年
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
飼

育
技
術
な
ど
を
指
導
し
た
。

今
回
の
事
業
を
始
め
る
に
当

高
約
千
封
の
高
原
地
帯
に
約

スラウェシ島シンジャイ県で酪農を営む人々　ｉ

　（ＡＭＤＡ社会開発機構提供）　　　　　　　ｉ
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恥晶一飼育指導や牛乳普及
１
５
０
戸
の
酪
農
家
が
点
在
し

て
お
り
、
人
工
授
精
や
飼
料
の

作
り
方
な
ど
を
指
導
し
、
繁
殖

を
促
進
さ
せ
る
計
画
。
搾
っ
た

牛
乳
は
現
地
の
小
学
校
の
給
食

に
提
供
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
月
中
旬
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
堪
能
な
ス
タ

ッ
フ
士
人
を
派
遣
。
既
に
行
政

担
当
者
ら
と
の
調
整
・
折
衝
に

当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の
補

助
金
を
活
用
し
て
資
金
を
調

達
。
技
術
指
導
に
使
う
テ
キ
ス

ト
を
作
成
し
た
り
、
事
業
が
現

地
の
人
々
の
生
活
改
善
に
ど

う
貢
献
す
る
の
か
も
検
証
す

る
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
の

鈴
木
俊
介
理
事
長
は
「
牛
乳
や

乳
製
品
の
製
造
、
販
売
な
ど
の

支
援
に
連
携
し
て
取
り
組
み
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
々
の
生
活

環
境
向
上
に
寄
与
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
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